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設 計 業 務 

現在、弊社では某工場の増改築

計画の一環として、本社事務所ビル

の建替設計を行っています。私は事

務所ビルの設計を進める中で、工

場の建替えに絡む様々な法律や設

計の妥当性の検証を進めることで、

多くの学びを得ました。 

例えば、工場立地法です。工場立

地法とは、工場とその周辺環境の

保全を図ることを目的に制定された

もので、工場・敷地面積に対し一定

以上の緑地を設けるよう定められて

います。本計画では工場の面積が

れる津波防護施設②漂流物から

建築物等の被害を防止する漂流

物対策施設③円滑かつ効率的な

避難を目的とした津波避難対策

施設④建築物及び設備機器を波

圧、浸水から守る個別施設の津

波対策、この４つの項目がある。 

 我々建築の設計者がやるのは

④である。津波から守るものは、

第１に人命、第２に建築物、第３

に設備（最も重要なものは電気設

備）である。 

 人命に関しては、①開口部に防

水板、防水扉を設置すること②人

が避難できる場所の確保及び水

に対しての避難経路を確保するこ

と、以上２点を考慮しなければな

らない。 

 また、建築物に関しては、耐震

対策と同様に、波力対策の構造

梅雨の大雨の時期が過ぎ、今は

台風到来の時期。ひと昔前に比

べ、水害のニュースが多いように

感じている。 

 水の破壊力は凄い。その中でも

津波の力は恐怖を感じる。これま

で津波対策は、土木が防潮堤を造

るのみであった。２０１１年の東日

本大震災の津波の経験から、建築

や都市・地域計画分野でも津波対

策を講じる必要があるといわれて

いる。 

 津波対策は、①防潮堤に代表さ

設計が求められる。 

 そして設備に関して重要な点は、

①受変電設備の部屋の開口部に

防水板、防水扉の設置②可能であ

れば、受変電設備を上部の階に移

す、という点である。 

 今後は建築計画の際、津波が起

きた時に、１人でも多くの人が早く

避難できるよう、より慎重に上記の

ことを検討することが必要と思わ

れる。（陣内） 

段階に整理すべき事項が多くあるこ

とに気付かされ、設計の奥深さを実

感しました。今回学んだことを今後の

業務で活かすと共に、引続き丁寧に

設計を進めたいと思います。（田邊） 

増加するので、新たに緑地を確保す

る必要があります。そのため、工場

業務の妨げにならないよう、緑地の

配置を検討する必要がありました。 

また、設計の妥当性についてです

が、本計画では新築や改築などの

さまざまな案の検討を進めました。

具体的には、お客様の要望を軸に、

概算工事金額や収支、利便性など

について検討し、複数の計画案を提

案しました。その結果、お客様が適

した案を選択しやすくなったのでは

ないかと思っています。 

本計画を通して、私は設計の前

★多岐にわたる設計業務★ 

★津波と向き合う★ 

★既存緑地の実測★ 

テレビ等で「設計」にスポッ

トがあたっても、「敷地」にス

ポットがあたることはあまり無い

と思います。しかし、建物を設計

するためには敷地を丁寧に調査す

ることが大変重要です。 

初めに行う調査に「地中埋設

物の確認」があります。普段私た

ちから見えない地中に、設計の障

害となるものが埋まっていれば、

それを考慮した設計を行う必要が

あるのです。 

現在、弊社が行っている某共

傳設計ニュースレター 

入居者動線（通行ルート）をやむ

を得ず変更する必要があったの

で、配慮として建築基準法を確認

した上で、工事期間中のみ使用で

きる新ルートを作る計画を行って

います。 

今回は無かった「地中埋設

物」は、生活インフラや時には遺

跡が出てくることもあり、やはり

目に見えない分、事前に調査を行

うことが大事なのです。（堀内） 

同住宅の耐震改修設計では地中埋

設物は確認されなかったため、次

の段階である「仮設計画」という

ものを今回お伝えします。 

「仮設計画」では実際に現地

へ行き、敷地内に作業スペースや

搬入経路があるかを確認します。  

今回の計画での課題点は「作

業スペースが小さい」ことです。

工事車両が通行できるように敷地

内の植栽を撤去する計画を行って

います。また、仮囲い設置による  T O P I X

NEW&HOT

★磁石がくっ付く不燃パネル～株式会社三和不燃ボード工業様～★ 

★設計を進めるためには敷地の事前調査が大事  ★ 

★敷地の様子★ 
★仮設計画後の敷地の様子★ 

「メガピタ」は押しピンを使わずに

壁面に掲示ができるため、お子様の

安全が気になる保育所や、掲示物

が多くなる学校、病院に向いていま

す。 

某クリニックの受付ではカウン

ター横の白い壁の一部に「メガピタ」

を採用しています。周囲の内装と統

一したデザインを保ちつつ、一部に

マグネット機能を取り入れることので

きる点も「メガピタ」の特徴です。  

今回は、不燃建材のエキスパート

である三和不燃ボード工業様を紹介

いたします。不燃性かつ高い機能性

を持った化粧パネルを作られている

会社です。 

そのなかでも、マグネットがくっ付く

「メガピタ」は、安全面とデザイン面か

ら取り入れたい建材です。 

不燃ボードと化粧層の間に、鋼板

を挟む構成のため、不燃化粧パネル

でありながらマグネットがくっ付きま

す。厚さ３ｍｍという薄さも実現して

います。 

マグネット吸着機能に加えて、ホ

ワイトボードマーカーが使える「ホワ

イトボードパネル」もさまざまな場所

で採用されています。キッチンやオ

フィス、落書きスペースに最適です。 

三和不燃ボード工業様には、他に

も抗菌性能を備えた商品などもあり

ます。不燃化粧パネル＋αの特徴

を持つ建材により設計の幅が広がり

ます。（宮地） 

★メガピタ使用例（クリニック）★ ★ホワイトボードパネル使用例★ 

キッチンパネルに！  落書きスペースとして！ 

クリエイティブな 

オフィスに！  

マーカーで書いて 

      消せる！  

マグネット吸着！ 

表面保護フィルム 

防湿層 

不燃ボード 

鋼板層 

化粧層 

樹脂塗装 

■商品構成図 
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